
画面検証のための色付けの例 

画面での目視検証は、エラー箇所だけ抽出す
るチェッカーの補完として使用している。 
エラー箇所だけ抽出すると、時に膨大な数の
チェック箇所が検出されることがある。その場合、
正誤の判断に時間がかかる。 
一方、色付けした画面検証では、文脈の中で正
誤の判断ができるので、チェック箇所が多くても
見逃しがほとんどなくなる。 


























	画面検証のための色付けの例
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13

